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長崎の農業・農村　写真コンテスト　入賞作品集

‒ 1 ‒ ‒ 2 ‒

長 崎 県 知 事 賞

梅　雨　の　頃 渕　上　久　男（諫早市栄田町）

撮影場所：雲仙市千々石町

　田植えが終ったばかりの雨の中の棚田と、苗の様子を見に来ている農家の方が苗を踏ま

ないようにそっと歩いている。自然の中に生きる農村の情感が美しく写しだされている。

　作業条件が悪い中、管理が行き届いている棚田の風景がよく写されており、先人の知恵、

洪水を防ぐ機能を持つ棚田、こういう風景を将来に残していきたい。このような美しい風

景が農村部にはあるということを多くの人に知ってほしいと思わせる作品である。

コンテストの目的

　中山間、棚田を有する農村地域は高齢化や担い手不足等により、農地や集落の維持・保全が困難な
状況となっています。
　そのため、地域の非農家や都市住民などに、その魅力や重要性を認識して頂くとともに、保全活動
等の必要性への理解と参画をうながすことを目的とし、「長崎の農業・農村写真コンテスト」を実施し
ました。
　長崎の農業・農村のさまざまな表情を広く紹介することにより、農業・農村に対する理解がますま
す深まっていくことを願っています。

お問合わせ先

　長崎県農林部農村整備課土地改良班 TEL：095-895-2965
　 ホームページ　http: //www.n-nourin.jp/~nousonmenu/top.html
　長崎県土地改良事業団体連合会総務課 TEL：095-823-3101
 ホームページ　http: //www.ntr.or.jp/

審 査 員

・全日本写真連盟　長崎支部長　　　　　　　　　　小柳　博康　
・長崎県中山間地域等振興対策審査委員会委員　　　脇山　順子　
・鬼木棚田協議会会長　　　　　　　　　　　　　　岩崎　義信
・長崎県コミュニケーションアドバイザー　　　　　北島　正一
・長崎県農林部長　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　敏則
・長崎県土地改良事業団体連合会専務理事　　　　　宗　　重孝

審　査　内　容

応 募 総 数　330 作品（153 名）
審査会開催日　平成 20 年 8月 6日（水）

応　募　要　領

● 募集テーマ
農村風景：農村に伝わる生活文化、伝統行事、農村景観、農作業風景など
● 募集期間　
平成 20 年 4月 1日から平成 20 年 6月 30 日（当日消印有効）
● 各　　賞　
　　　　長崎県知事賞 1 点
　　　　水土里ネット長崎賞 1 点
　　　　優　秀　賞 3 点
　　　　入　　　選  10 点
● 募集規定
○長崎県内で撮影された、未発表の作品に限ります。
○単写真の作品が対象となり、組写真でのご応募は出来ません。
○平成 19 年 4月 1日以降に撮影された作品に限ります。
○デジタル作品も応募可能ですが、画像加工した作品は応募できません。
○作品のサイズは四つ切りサイズ（四切、ワイド四切）とします。

選　評選　評
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優　秀　賞

夕 暮 れ を 背 に
山口　政勝（長崎市ダイヤランド）

撮影場所：南島原市加津佐町

　神々しい夕日をバックに作業をして
いる夫婦を写している。
　夕暮れは西の端「長崎」のイメージ
に合っており、構図的には「ミレーの
落穂拾い」を連想させる広がりのある
作品である。

手 に 託 す
矢津　充浩（佐世保市野中町）

　奥さんがご主人へ稲を渡す一瞬が写
されており、農家の夫婦間の和が美し
く表現されている作品である。
　このような共同作業が農村社会を支
えていると感じとることができる。

秋の風景も観てみたい
竹之内　良一（佐世保市天神）

撮影場所：東彼杵郡波佐見町

　田植えが終ったばかりのおだやかな棚
田を写している。
　農村の広がりが感じられ、自然の空気
感がある。また「安らぎ」、「癒し」を感
じ取ることができ、題名のとおり「秋に
もう一度行って見たい」と思わせる作品
に仕上がっている。

撮影場所：佐世保市世知原町

水土里ネット長崎賞

こいのぼりが泳ぐ田園 江　口　徳　郎（大村市三城町）

撮影場所：島原市有明町

　初夏の農村の空に、こいのぼりが気持ちよく泳ぐ瞬間を写しだしている。

　農村の空気、雰囲気が写真を通して伝わってくる１枚であり、こいのぼりが風に乗って

泳ぐ一瞬の動きを逃がさず良く捕らえていているところが素晴らしい。

　自然の風の流れや農村空間の広がりなど、自然の情景をそのまま手を入れずに表現され

ている作品である。

選　評選　評

選　評選　評

選　評選　評

選　評選　評
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入　　選 入　　選

祖父母とのふれあい／諫早市飯盛町

森田　健二（諫早市飯盛町）

宮中献穀お田植祭と日向の棚田
／東彼杵郡川棚町

照本　茂法（東彼杵郡川棚町）

じーちゃんばーちゃんの作った大きな大根
／南島原市有家町

学童すずらんクラブ（南島原市有家町）

すごいでしょ！／東彼杵郡波佐見町

石井　みどり（東彼杵郡波佐見町）

多 忙 な 日 ／諫早市飯盛町

岩田　千鶴美（佐世保市藤原町）

夕 日 の 棚 田 ／松浦市福島町

浦川　武弘（長崎市岩屋町）

将来の職人／長崎市神浦下大中尾町
小松　賢二郎（長崎市西山）

彩雲の下で ／雲仙市南串山町

得平　　修（長崎市横尾）

実 り の 秋 ／長崎市神浦下大中尾町

小田　博文（佐世保市名切町）

豊 水 ／長崎市神浦下大中尾町

横尾　公子（長崎市ダイヤランド）
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